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U27a 21cmの森推定の精密化と輻射による影響
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現在の宇宙論研究では、およそ 100kpcよりも小スケールで密度ゆらぎパワースペクトル観測の制限が十分にな
されておらず、CDMモデルを超えたDMモデルの可能性が残されている。このスケールの密度ゆらぎ構造やそ
の進化の情報を得るには、再電離期以前の宇宙において多量に存在するミニハローを、21cm吸収線により観測す
ることが有望である。将来予定される観測に対する 21cm吸収線の推定はこれまでの研究でもシミュレーション
を駆使してなされてきたが、いずれもミニハロー解像度の不充足やミニハロー形成時の輻射効果の有無の点で不
確定性が残されている。
本研究では、これまでの先行研究よりも質量解像度が良い準解析的シミュレーションMERAXESを用いて 21cm

吸収線スペクトル (21cmの森)を解析的に推定し、吸収線存在量を評価した。その結果、将来観測 SKA1で到達
しうる 5.4kHzの解像度では、z ∼ 10で τ ∼ 10−2 − 10−1の光学的深さの吸収線がO(10−2)程度であることが分
かった。加えて本発表では、ミニハロー形成時期に取り巻く輻射場の効果についても輻射流体シミュレーション
を用いて調べ、輻射によるミニハロー内部の密度プロファイル等の変化がどのように 21cm吸収線に寄与するか
を議論する予定である。


